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五感で高める経験価値従来、商品やサービスの魅力は、機能や価格といった「結果」で語られることが一般的で
した。しかし近年、顧客がサービスに触れる一つひとつの瞬間は、単なる出来事ではなく、
感情を動かし、意味づけを生み、ブランドとのつながりを育む「経験価値」として捉えられ
るようになりました。
なかでも、視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚という“五感”に訴えかける感覚的な働きかけは、記
憶に残る印象を形成し、企業らしさやブランド価値を築くうえで欠かせない要素です。
本特集では、五感を通じてどのように経験価値を高めているのか、その工夫と効果を先進
的な事例とともにご紹介します。

五感で高める
経験価値

ま
い
り
ま
す
。

　

今
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
五
感
で
高

め
る
経
験
価
値
」
で
す
。
こ
の
先
進
的

な
取
組
み
を
ご
紹
介
し
、
そ
の
実
践
の

ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
実
務
に
寄
り
添

う
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

当
協
議
会
が
発
行
す
る
本
会
報
誌

『
S
E
R
V
I
C
E 

I
N
N
O
V
A
T
I
O
N 

R
E
P
O
R
T
』
は
、
2
0
1
5
年
の

創
刊
以
来
、
お
か
げ
さ
ま
で
第
40
号
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産

性
協
議
会
（
S
P
R
I
N
G
）
の
代
表

幹
事
に
は
小
林
喜
光
日
本
生
産
性
本

部
会
長
が
就
任
し
、「
日
本
サ
ー
ビ
ス
大

賞
」「
J
C
S
I
」を
は
じ
め
と
す
る
諸

活
動
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生

産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
節
目
と
な
る
本
号
か
ら
、
表

紙
を
は
じ
め
と
し
た
一
部
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
学
び
や

気
づ
き
に
よ
り
一
層
つ
な
が
る
会
報
誌

と
し
て
今
後
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て

特集

「ワクワク」と「くつろぎ」を届ける、
びっくりドンキーの空間づくり

香りで
記憶に残るブランド体験をつくる

「無意識の感覚」が人の行動に与える影響
～音楽の持つ効果と可能性～
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